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研究成果の概要（和文）： 本研究は、清代に刊行された満洲語と中国語の対訳会話書類を対象として、現存す
るテキストについて文献学的検討を行い、最良の版本に基づく満洲文字のローマ字転写及び日本語訳を作成する
とともに、現存諸版本を校合した校注テキストの作成を目指すものであった。その目的は、現代中国語の母体で
ある清代北京語研究の発展に寄与することである。
　研究期間を通じて、満漢対訳会話書類について現存する諸版本をほぼ掌握することができ、いくつかの校注テ
キストを刊行することができた。本研究により、満漢対訳会話書類を資料とした清代北京語研究はおおよその基
礎が形作られたと言える。

研究成果の概要（英文）：In this study, we analyzed the existing texts of Manchu-Chinese bilingual 
conversation books published in the Qing Dynasty, and composed the correct texts of them including 
the transcriptions and translations of Manchu. The aim of this study is to contribute the study of 
Beijing dialect in the Qing dynasty which became the basis of Modern Chinese.
Through the study, we could understand the overall situation of existing texts of Manchu-Chinese 
bilingual conversation books in the Qing dynasty, and we published several correct texts of them. It
 can be said that the study of Manchu-Chinese bilingual conversation books has been formed a rough 
foundation.
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、これまでほとんどその全体像が知られることがなかった清代の満漢対訳会話書類を対象として、テ
キストの文献学的検討と校注本の作成を目指すものであった。
　本研究を通じて、国内外を含めて現存する満漢対訳会話書類の諸版本をほぼ掌握することができ、また日本及
び中国でいくつかの校注本を刊行することができた。
　本研究により、満漢対訳会話書類を資料とした清代北京語研究はおおよその基礎が形作られ、中国語史研究の
新たな語料群としてこの満漢対訳会話書類が利用可能になったということができる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 清代には、北京遷都（1644 年）以後、急速に漢化し母語である満洲語を忘れていった満洲人
のために、数多くの中国語による満洲語学習書が刊行された。そのうち、中国語史の研究にと
って有益な材料となり得るものに、満洲語と中国語の対訳形式による会話書の類がある。こう
した会話書に見られる中国語は極めて口語性に富んでおり、清代北京語の研究にとって最重要
資料の一つであることは既に定説となっている。 
 こうした満漢対訳会話書の類は多数現存しているにも関わらず、満洲語の読解が壁となって、
とりわけ中国語学の立場からの研究は、日本のみならず世界でも空白と言ってよい状態が続い
ていた。申請者は、平成 25-27 年度科研費・基盤研究(C)「満洲語の意味と用法からアプローチ
する清代北京語の語彙・語法研究」において、清代の満漢対訳会話書の中で最も広く流通して
いたと思われる二種の文献、『清文啓蒙・兼漢滿洲套話』（全 50話、初版 1730 年）と『清文指
要』（全 100 話、初版 1789 年）を主な対象として、中国語学の立場から研究を行った。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、清代に刊行された満洲語と中国語の対訳会話書類を対象として、現存する
テキストについて文献学的検討を行い、最良の版本に基づく満洲文字のローマ字転写及び日本
語訳を作成するとともに、現存諸版本を校合した校注テキストを公表するというものであった。
それにより、現代中国語の母胎である清代北京語研究の発展に寄与することができる。 
 具体的には、前回の科研費に基づく研究において積み残した、『清文指要』の諸版本を校合し
た校注テキストを作成するとともに、次のような満漢対訳会話書について文献学的研究を行い、
それぞれの翻字・翻訳及び校注テキストを作成することを目的とした。 
①『滿漢成語對待』四巻、劉順著、1702 年序。 
②『清話問答四十條』一巻、1758 年序。 
③『滿漢合璧集要』一巻、1766 年刊。 
④『清語易言』一巻、1766 年序。 
⑤『庸言知旨』二巻、宜興著、1819 年刊。 
⑥『問答語』一巻、1827 年刊。 
 以上のうち、①及び⑤については先行研究が存在するが、その他についてはいまだ学界に本
格的な紹介がなされていない状態であった。 
 
３．研究の方法 
（1）文献学的検討 
 まず、それぞれのテキストについて、世界にどの程度異本が存在し、どの版本が最良であり、
各版本はどのような継承関係にあるか、また関連する資料が存在するか否かという点に対する
調査を行い、それぞれに対する総合的な文献学的検討を行った。 
（2）翻字・翻訳及び校注テキストの作成 
 『清文指要』、『滿漢成語對待』については、一部の版本に基づく翻字・翻訳が公表されてい
るため、他の版本を校合した形での校注テキストを作成した。また、『清話問答四十條』、『清語
易言』、『滿漢合璧集要』、『問答語』の４種については最良の版本に基づく翻字・翻訳を作成す
るところから始め、同様に他の版本を校合した校注テキストの作成を行った。 
 
４．研究成果 
 研究期間を通じて、満漢対訳会話書類について現存する諸版本（海外に所蔵されるものを含
む）をほぼ掌握することができ、いくつかの会話書について校注テキストを刊行することがで
きた。具体的には、 
①『一百条』、『清文指要』、『新刊清文指要』の三種対照本 
②『滿漢成語對待』の校注本 
③『清話問答四十條』の校注本 
④『清語易言』の校注本 
⑤『滿漢合璧集要』の校注本 
⑥『問答語』の校注本 
であり、残るは『庸言知旨』のみとなった。 
 以上の校注本には、満洲文字のローマ字転写、満洲文字の逐語訳、中国語の翻刻を含み、①
に関しては満洲語・中国語双方の索引を付している。本研究により、満漢対訳会話書類を資料
とした清代北京語研究はおおよその基礎が形作られたと言える。 
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